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  (百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 84,127 2.8 3,871 △14.7 3,967 △15.8 2,300 △15.7 

26年３月期第３四半期 81,858 5.0 4,540 11.2 4,710 17.7 2,727 19.2 
 
(注)包括利益 27年３月期第３四半期 3,265 百万円 (△6.5 ％) 26年３月期第３四半期 3,491 百万円 (40.3％) 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 116.52 － 

26年３月期第３四半期 138.48 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 88,885 48,546 51.6 

26年３月期 81,778 45,587 52.7 
 
(参考) 自己資本 27年３月期第３四半期 45,829 百万円   26年３月期 43,082 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 14.00 － 16.00 30.00 

27年３月期 － 15.00 －    

27年３月期（予想）       15.00 30.00 

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 116,000 2.8 5,110 △21.1 5,140 △23.3 2,980 △20.3 150.94 

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動：無 

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

新規  －社  （社名）          、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期３Ｑ 20,353,720 株 26年３月期 20,353,720 株 

②  期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 611,327 株 26年３月期 611,281 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 19,742,402 株 26年３月期３Ｑ 19,700,165 株 

 
 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点に

おいて、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中であります。 

 
 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、第３四半期決算短信(添付資料)３ページ「１．当四半

期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策を背景に、企業収益

や雇用情勢が改善されるなど、緩やかな回復基調にあるものの、消費税増税前の駆け込み需要の反動に加えて、

円安による原材料価格の上昇など、先行き不透明な状況で推移しました。

当社グループの関連業界では、住宅業界においては消費税増税前の駆け込み需要の反動を大きく受け、戸建て

住宅を中心に新設住宅着工戸数が減少する状況となりました。土木建築業界においてはインフラ関連を中心とし

た補修・補強工事およびストック市場における補修・改修工事などの需要が引き続き高まっております。自動車

業界においては、国内は低調に推移しましたが、北米をはじめとした海外市場の伸長や円安の影響により総じて

好調であり、今後も高い水準で推移すると見込まれます。しかしながら、業界全般としては駆け込み需要の反動

や消費マインドの低迷などの影響が長引き、厳しい状況が続きました。

その結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高841億27百万円(前年同四半期比

2.8％増)、営業利益38億71百万円(前年同四半期比14.7％減)、経常利益39億67百万円(前年同四半期比15.8％

減)、四半期純利益23億円(前年同四半期比15.7％減)となりました。

 

セグメントの概況は次のとおりであります。

 

①ボンド事業部門

住宅関連においては、消費税増税の影響により、戸建て住宅の着工戸数が減少したことから、内装工事用接着

剤・テープ等の売上が前年を下回りました。外装タイル用接着剤は新規顧客獲得により売上を伸ばしました。産

業資材関連においては、紙関連用途向け水性接着剤は前年並みで推移し、パネル用途向けウレタン系接着剤は売

上を伸ばしました。一方、自動車向け離型剤は前年実績を下回りました。土木建築関連においては、道路、鉄

道、トンネル、橋梁等のインフラ市場における補修・補強工事は好調に推移しました。ビル、マンション等のリ

ニューアル工事は夏場以降に受注が持ち直し、補修材およびビル建築用シーリング材の売上は前年並みとなりま

した。一般家庭用関連においては、ホームセンターにおける新規定番商品獲得や、メディアを活用した販促活動

等により手芸関連製品が売上を伸ばしたものの、売上は前年並みで推移しました。

以上の結果、売上高は新規連結子会社組み入れの影響もあり417億64百万円(前年同四半期比3.4％増)となりま

したが、原材料価格やエネルギーコストの上昇、新製造所等への設備投資による減価償却費の増加もあり営業利

益は33億37百万円(前年同四半期比13.9％減)となりました。

 

②化成品事業部門

化学工業および塗料業界向けにおいては、産業向け商品を中心に需要減となる中、プラスチック原料、樹脂添

加剤が堅調に推移し売上を伸ばしました。電子・電機業界向けにおいては、光学関連は好調でありましたが、メ

ディア関連用樹脂が不調で全体としては売上が前年実績を下回りました。自動車業界向けにおいては、北米・欧

州向け自動車販売やパーツメーカーの輸出が好調に推移しましたが、国内向けは消費税増税の影響により不調で

あり、売上は前年並みとなりました。

以上の結果、売上高367億23百万円(前年同四半期比0.6％増)、営業利益３億４百万円(前年同四半期比27.9％

減)となりました。

 

③その他

工事請負事業(土木建設工事業)においては、インフラおよびストック市場における補修・改修・補強工事が順

調に推移し、また、前期からの持ち越し工事および当期の受注工事が予定よりも早く完工したこともあり売上を

伸ばしました。

以上の結果、売上高56億39百万円(前年同四半期比13.9％増)、営業利益は２億33百万円(前年同四半期比8.8％

減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ71億７百万円増加し、888億85百万円と

なりました。 

 

①資産 

流動資産は、現金及び預金が13億28百万円、受取手形及び売掛金が９億39百万円、商品及び製品が６億88百

万円、未成工事支出金が13億72百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ48億47百万円増の651

億55百万円となりました。固定資産は、有形固定資産が16億49百万円、投資有価証券が４億81百万円増加した

こと等により、前連結会計年度末に比べ22億60百万円増の237億29百万円となりました。 

 

②負債 

流動負債は、未払法人税等が15億12百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が40億６百万円増加したこ

と等により、前連結会計年度末に比べ35億96百万円増の351億76百万円となりました。固定負債は、前連結会

計年度末に比べ５億52百万円増の51億63百万円となりました。 

 

③純資産 

純資産は、利益剰余金が20億47百万円、その他有価証券評価差額金が５億44百万円増加したこと等により、

前連結会計年度末に比べ29億58百万円増の485億46百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の通期業績予想につきましては、平成26年10月31日に公表しました数値から変更はございませ

ん。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)および「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げら

れた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職

給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎と

なる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見

込期間および支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に

加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が１億81百万円増加し、退職給付に係る負

債が３億80百万円減少するとともに、利益剰余金が３億62百万円増加しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 16,469 17,797 

受取手形及び売掛金 35,410 36,349 

有価証券 － 501 

商品及び製品 5,331 6,020 

仕掛品 292 246 

原材料及び貯蔵品 1,155 1,285 

未成工事支出金 445 1,818 

その他 1,333 1,247 

貸倒引当金 △129 △111 

流動資産合計 60,308 65,155 

固定資産    

有形固定資産 13,251 14,900 

無形固定資産 1,087 978 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,517 5,998 

その他 1,694 1,933 

貸倒引当金 △81 △82 

投資その他の資産合計 7,130 7,849 

固定資産合計 21,469 23,729 

資産合計 81,778 88,885 

 

- 4 -

コニシ株式会社(4956)　平成27年３月期　第３四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 25,670 29,676 

短期借入金 472 457 

未払法人税等 1,659 147 

賞与引当金 948 469 

役員賞与引当金 99 60 

その他 2,728 4,365 

流動負債合計 31,579 35,176 

固定負債    

役員退職慰労引当金 186 119 

製品補償引当金 － 86 

退職給付に係る負債 1,362 1,013 

その他 3,061 3,943 

固定負債合計 4,610 5,163 

負債合計 36,190 40,339 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,603 4,603 

資本剰余金 4,224 4,224 

利益剰余金 33,928 35,975 

自己株式 △582 △582 

株主資本合計 42,174 44,221 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,037 1,581 

為替換算調整勘定 197 293 

退職給付に係る調整累計額 △326 △267 

その他の包括利益累計額合計 907 1,607 

少数株主持分 2,504 2,716 

純資産合計 45,587 48,546 

負債純資産合計 81,778 88,885 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 81,858 84,127 

売上原価 67,432 69,923 

売上総利益 14,425 14,204 

販売費及び一般管理費 9,884 10,333 

営業利益 4,540 3,871 

営業外収益    

受取利息 22 35 

受取配当金 100 109 

為替差益 141 100 

その他 136 194 

営業外収益合計 399 439 

営業外費用    

支払利息 17 14 

売上割引 130 131 

持分法による投資損失 1 － 

製品補償引当金繰入額 － 86 

その他 79 110 

営業外費用合計 229 343 

経常利益 4,710 3,967 

特別利益    

固定資産売却益 0 1 

段階取得に係る差益 24 － 

負ののれん発生益 17 － 

その他 0 － 

特別利益合計 42 1 

特別損失    

固定資産処分損 18 61 

減損損失 82 － 

その他 5 17 

特別損失合計 105 79 

税金等調整前四半期純利益 4,647 3,889 

法人税、住民税及び事業税 1,512 1,120 

法人税等調整額 201 294 

法人税等合計 1,714 1,415 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,933 2,473 

少数株主利益 205 173 

四半期純利益 2,727 2,300 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,933 2,473 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 456 608 

為替換算調整勘定 100 124 

退職給付に係る調整額 － 59 

持分法適用会社に対する持分相当額 1 － 

その他の包括利益合計 557 791 

四半期包括利益 3,491 3,265 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,195 2,999 

少数株主に係る四半期包括利益 295 265 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)3 

 
ボンド 

事業部門 
化成品 

事業部門 
計 

売上高              

(1）外部顧客への売上高 40,410 36,498 76,908 4,949 81,858 － 81,858 

(2）セグメント間の 
  内部売上高又は振替高 

496 274 771 49 821 △821 － 

計 40,907 36,772 77,680 4,998 82,679 △821 81,858 

セグメント利益 3,877 421 4,298 256 4,555 △14 4,540 

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、塗料、工事請負、化学品データベー

スおよび不動産賃貸の事業を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)1 

合計 
調整額 
(注)2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)3 

 
ボンド 

事業部門 
化成品 

事業部門 
計 

売上高              

(1）外部顧客への売上高 41,764 36,723 78,488 5,639 84,127 － 84,127 

(2）セグメント間の 
  内部売上高又は振替高 

348 81 430 10 441 △441 － 

計 42,113 36,805 78,919 5,649 84,568 △441 84,127 

セグメント利益 3,337 304 3,641 233 3,875 △3 3,871 

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、化学品データベースおよ

び不動産賃貸の事業を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

(固定資産に係る重要な減損損失)

 「ボンド事業部門」セグメントにおいて、サンライズ・エム・エス・アイ㈱の静岡工場での生産を停止いたし

ました。これに伴い当第３四半期連結累計期間において、「ボンド事業部門」セグメントにて82百万円の減損損

失を特別損失に計上しております。

 

(のれんの金額の重要な変動)

 「ボンド事業部門」セグメントにおいて、持分法適用会社であったベトナムのKonishi Lemindo Vietnam 

Co.,Ltd.を平成25年７月31日の増資および平成25年８月９日の持分の追加取得により、子会社化いたしました。

これに伴い当第３四半期連結累計期間において、無形固定資産に42百万円ののれんを計上しております。

 

(重要な負ののれん発生益)

 報告セグメントに含まれない事業セグメントである「その他」において、平成25年11月28日に近畿鉄筋コンク

リート㈱の株式を取得し、同社を子会社化いたしました。これに伴い当第３四半期連結累計期間において、報告

セグメントに含まれない事業セグメントである「その他」にて17百万円の負ののれん発生益を特別利益に計上し

ております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(固定資産に係る重要な減損損失)

 該当事項はありません。

 

(のれんの金額の重要な変動)

 該当事項はありません。

 

(重要な負ののれん発生益)

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

 「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載

のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務および勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、事業セグメ

ントの退職給付債務および勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

 当該変更が当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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